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◆発行：田辺市大塔公民館 

〒646－1192 和歌山県田辺市鮎川2567-1 

TEL：48－0212 FAX：48－0466 

館長：髙根 昌史  主事：那須 大生 

令和３年12月末現在 

世帯数 １，２８３世帯 

人 口 ２，４１４人 

（男） １，１４３人 

（女） １，２７１人 

 第28回 おおとう生涯学習フェスタを開催します 

       プログラムを変更し、規模を縮小します 

❖日 程    令和４年２月１７日（木）～２月２０日（日） 

❖場 所    大塔総合文化会館 

❖お知らせ  今回は、新型コロナウイルス感染拡大防止と参加されるみなさまの安全を 

         考慮し、前回の館報で予定していた実施種目を一部変更し、規模を縮小         

           しての開催とさせていただきます。 

          ※新型コロナウイルスの感染拡大状況により、急遽中止となる場合もあります。 

❖主な催し 

  作品展示会 

【展示日時】  ２月１７日（木）～２月２０日（日） 

          午前９時～午後７時まで（但し、２月１９日、２０日は午後３時まで） 

※ 保育園児や小中学生の作品、日頃から活動されている地域サークルや団体及び個人の方々の力作 

   を展示します。皆さんの日頃の成果をぜひご覧ください。 

▲前回の作品展示会の様子 

  ふれあいスクール写真展（令和３年度の活動紹介） 

【展示日時】 ２月１７日（木）～２月２０日（日） 

         午前９時～午後７時まで（但し、２月１９日、２０日は午後３時まで） 

※ 放課後に、住民の皆様の協力を得ながら、子どもたちにさまざまな体験活動をしてもらう取組です。 

   取組の様子を写真で紹介します。 

新型コロナウイルス感染対策について皆様へのお願い 

 全国でオミクロン株を中心に、新型コロナウイルスの感染が拡大しています。和歌山県内でも感染者数が

急増し、田辺保健所管内では、感染者が後を絶たない状況です。これ以上の感染拡大を抑えるためにも皆様

には以下の感染対策にご協力お願いいたします。 

会社やグループによる、大人数での会食を控える 

まん延防止等重点措置区域への不要不急の外出は控える 

県外へ外出する場合も、基本的な感染予防対策を徹底した上で、行き先の自治体の要請に沿った

行動をする 

無症状の方で、感染拡大地域から来県された方と接触したり、大人数が集まるイベントに参加す

るなどして、感染に不安を感じる方は、PCR検査等を受検する。なお、少しでも咳や発熱などの

症状がある方は、クリニック等を受診する 

ワクチン接種済みでも気を緩めずに基本的な感染予防対策を徹底する 

 

 新型コロナウイルス感染症に対して不安を抱く中、人権侵害に当たる悪質な行為が見受けられます。

新型コロナウイルスは、誰もが感染する可能性があります。もし、自分自身が感染し、人権侵害を受け

たときのことを考えて下さい。そのことを理解し、人権に配慮した冷静な判断を心がけていただきます

よう、お願いいたします。いかなる場合でも差別・いじめ等は決して許されません。 

人権への配慮について 

飲食・カラオケは気をつけて、換気にも注意する 

在宅勤務（テレワーク）の積極的な活用をする 

・ 

・ 

・ 
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・ 
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図  書  名 著 者 等 

あかるいほうへあかるいほうへ きくち ちき 

５分後に意外な結末ex 桃戸 ハル 

せかいでいちばんのばしょ ペトル・ホラチェック 

ほうれんそうカレーききいっぱつ！ 田中 六大 

３分間ミステリー 和智 正喜 

【児童書】

図  書  名 著 者 等 

偽装同盟 佐々木 譲 

エナメルを塗った魂の比重 佐藤 友哉 

もっと、自分をいたわっていい 香山 リカ 

マンモスの抜け殻 相場 英雄 

名もなき平日鍋１００ オレンジページ 

【一般書】 

 ２月の「べんけい３世号」の運行は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、田辺市主催

のイベントなどの活動自粛の要請を受け、中止とさせていただきます。 

 今後は、情勢を見ながら活動を再開していければと思いますので、ご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。 

  新刊図書のご案内             

          

 
 ２月19日（土）午前１０時３０分～ 

 皆さんお誘いあわせ、ご参加ください。 

※新型コロナウイルス感染拡大状況によっては 

中止となる場合があります。 

 絵本読み聞かせ会のご案内 

学ぼう！故郷の歴史 

上野
うえの

の獅子舞
ししまい

 
 上野の獅子舞とは、下川下の春日神社の例祭にて奉納される、古座流獅子舞の一つです。この上野の獅子

舞は、単なる神賑わしの行事ではなく、厳粛な神事として五穀農穣と村人の安全を祈願し、演じられていま

す。現在は、上野の獅子舞保存会によって継承されています。 

 歴史 昭和29年に起きた「上野の大火事」で、資料や道

具がほとんど焼失してしまったため定かではないところもあり

ますが、500余年前の室町時代に、「八郎又右衛門」によっ

て、旧佐本村（現すさみ町）から伝わったであろうと言われて

います。300年前の江戸時代に、「上野の獅子舞」として徐々

に形が作られてきました。昔は、集落の各家ごとに獅子舞は演

ぜられたということでありますが、現在は毎年11月3日に開催

される春日神社の例祭や「ふるさと富里まつり」にて、演舞さ

れています。昭和37年2月13日、和歌山県無形民俗文化財に

指定されました。 

 ～演目～  

①道かぐら（みちかぐら） 

 春日神社の階段から境内までを練り歩きながら宮入します。 

②御神楽（ごかぐら）  

 安全と五穀豊穣を祈願するもので、その時の文言が代々二家

系の長男に受け継がれ、他の者はできないとされています。昔

の舞い方は、三拝七廻り、七拝三廻り。現在は三拝三廻りで

行っています。 

③幣の舞（へいのまい） 

 幣を両手に持ち、周囲を廻り、浄めて厄払いをします。 

④神ばやし（しんばやし） 

 花（アオキ）に戯れながら乱舞する舞で、静から動への移り

変わりが魅力です。 

⑤乱獅子（らんじし） 

 上野の獅子舞の基本型であり、初心者の練習は乱獅子から始

めるそうです。 

⑥くぐり 

 かゆみをとる動作を、胴を左右一回ずつくぐることで表して

います。頭つかいと後つかいの呼吸を合わせるのが醍醐味でも

あり、見どころになります。 

⑦剣の舞（つるぎのまい） 

 天狗が四隅から刀を見せびらかすように獅子の周りを

踊り、最後には獅子は刀の中身を抜き、勇壮に舞いなが

ら悪霊を断ち、最後には刀を納めます。 

⑧花がかり 

 四隅から花を狙い、警戒心と好奇心を織り交ぜなが

ら勇壮に乱舞し、戯れた後、眠りに入るが、天狗が現

れ、じゃらされて揺り起こされ、再び乱舞します。 

⑨ごしゃく（刀ねらい） 

 前面に置いた刀に興味を持ち、それを征服するため

に、刀を口にくわえて、最後には手に取り、勇壮に舞い

ます。 

⑩扇の舞（おうぎのまい） 

 お多福は扇子を持ち、天狗二人は幣と扇子を持ち、獅

子を招いたり、じゃらしたりして戯れます。 

次のページに続く⤴ 

【春日神社例祭の様子】 

 これらの上野の獅子舞の資料は、旧富里小学校の5・6年生

が、ふるさと学習「地域について考える、発信する」で作成

した「富里のうつりかわり」から引用させていただきまし

た。子どもたちは、自分たちで調査、インタビューをし、一

枚にまとめていました。こういった子どもたちの努力を、皆

様に見ていただくために、館報などを通して、少しでも発信

していけたらと思っています。 

この他にもたくさんの新刊が入っていますのでご利用ください。 

          

 

 図書館大塔分室 開館日 

月～金 及び 第３土曜日 

午前９時～午後５時 

（ただし、祝祭日は休館日） 

第４土曜日は

お休みとなり

ます！ 


